河南町協働のまちづくりを考える懇話会　第３回会合　議事録（要旨）
日時：平成２４年１０月１２日（金）
１６：００～１７：５０ 

場所：役場４階大会議室北
◆参 加 者
懇話会）遠藤勉委員、尾野伸一委員、筧俊彦委員、佐々木希絵委員、大門晶子委員、
　　　　廣野清枝委員、若生謙二座長
　　　　（５０音順）
　町）　　新田総合政策部長、上野秘書企画課長、和田係長、大喜多主事
◆内　　容（抜粋）
１．開会
○今回から参加される佐々木委員の挨拶
佐々木委員）去る９月２３日の河南町議会議員の選挙結果に伴い、今回から参加することとなった。この会合には是非とも参加をしたいと思っていたが、不慣れな点もある。ご指導の程、よろしくお願いしたい。
２．勉強会の経過説明について
○去る９月２６日に委員有志により催された「まちづくり基本条例」の勉強会の要旨を座長からの依頼で事務局からおもに下記の3点を説明。
①府内先行自治体の事例に共通する、条例の構成について
②「まちづくり基本条例」は個別具体的なまちづくりの内容を規定するものではないこと。
③住民の皆さんが協働まちづくりに対する思いを共有できるように、ほとんどの団体において条例に前文が置かれていること。
３．「今回の議論」（抜粋）
○下記論点に基づき若生座長の下、議論が行われた。
～論点①：「河南町の魅力」について～
　　若生座長）芸大の学生は、大学周辺しか河南町を知らない場合が多い。そういった人達を町の奥深くまで呼び込めるような「河南町の顔」となる風景はどこだろうか。それが町の魅力を考える参考になるのでは。
筧委員）　まず、自然環境の良さが売りとなる。名所としては、西行法師の弘川寺や高貴寺、得生寺などがあり、重要文化財もある。また、風景という点で河南町は、起伏に富みサイクリングコースとして最適だ。
　　　　　　　自然環境と歴史遺産を河南町の魅力として前面に出したい。
大門委員）今ある資源や河南町の良さをどうやって活かすことができるか、どうやって引き継いでいけるのか。住民の姿勢が大切だ。
佐々木委員）他府県・他市町村から南河内に移り住む人からは、人づきあいが良く、気さくに声掛けしてくれる人が多く、住み易いという声を聞く。
大門委員）外部から移り住む人を旧村地区の人が受け入れられる町である。
若生座長）すばらしいこと。外部にアピールして、引き継いでいくべきことだ。
　大門委員）若い人は若者だけでまちづくりをしたいと考えているのか、それともお年寄りなどと手を携えてまちづくりをしたいと考えているのか。
　　佐々木委員）若い人の声がまちづくりに届きにくいので、若い人は高齢の人とも一緒になってまちづくりをしたいと考えているのではないか。
大門委員）他にも、だんじり・祭りなどの行事を通じて培われた、地域のつながり、高齢者から若い方へのつながりも魅力といえる。
若生座長）地域の祭りが仲間意識を育てている。また、豊富な自然環境があるので、子育てや人づくりにも活用したい。
尾野委員）河南町は主要幹線道路から外れている。河南町に人を呼び込めるよう、町内外の人に対して、ここが良いといえる象徴的な魅力の発信手段を見出すのは課題だ。
廣野委員）葛城山への登山道でもある弘川寺の桜は「河南町の顔」となる風景として活用したい。
筧委員）　桜の場合、吉野町が修験道の時代から培っている。河南町も弘川寺を発祥とする桜の歴史を培っていきたい。
　～論点②：未来に引き継いでいきたい「河南町の美点（良さ）」について～
大門委員）ここで考える「河南町の美点（良さ）」とは、協働のまちづくりを実際に行う際に活かしていきたい要素でもある。住民にもあまり知られていない河南町の良さを引き出し、受け継いでもらいたい。
若生座長）そういう意味では、名産などの個別具体的なものではなく、考え方や精神などといったものが当てはまるのではないか。例えば、「環境資源を活かして人づくりを進める」など。
大門委員）環境資源を活かす伝統的な農業、例えば、れんげ農法等や米、里芋、イチジクの栽培に力を入れているところは引き継ぎたい。
また、掘り起こせば、もっと魅力がある。住民が掘り起こし発信するのも協働のまちづくりのひとつのスタイルだ。
若生座長）自然環境の良さを生かして人づくりをする、エコ意識を育てるというのは、条文の前文にも盛り込める。
そこで、農業風景を受け継ぎ、農業を通じた地域の魅力の発信を進めていきたい。
　　　　　具体的には、河南町の奥に引き寄せられるような「河南町の顔となる風景」が欲しい。
筧委員）　農業を町の魅力発信の手段とするならば、羽曳野にある「あすかてくるで」の事例がある。直売所を使って情報や魅力を伝えるのも良い。
佐々木委員）河南町がエコアクション２１の認証を府内自治体で初めて取得した。環境意識の高い町であることのあらわれとして、より一層内外に発信する必要があるのでは。
廣野委員）自然を活用した人づくりの事例として、小学校の授業の一環でも竹炭作り等の機会を設けている。
　～論点③：「河南町の課題」について～
　　若生座長）河南町が今後の社会変化や大災害への対応といった課題を克服するには、どういった要素を向上させる必要があるか。
　　筧委員）　交通の利便性を向上させたい。観光資源をＰＲしても、交通の便の悪さがネックになる。
遠藤委員）河南町内のつながりは良くなっているが、近隣自治体とのつながりが弱い。金剛山・葛城山等への登山ルートも奈良県側と比較すると、乏しい。
大門委員）車の流れだけでなく、サイクリングロードの整備も必要。
若生座長）飲食施設のように河南町内に留まってもらう場所は必要だろう。そういった場所を通じて河南町の情報を発信したい。
　～論点④：「これからの河南町」について～
　佐々木委員）引き続き、外部から移ってきた人々を受け入れてもらえる町にしたい。例えば、震災で避難してきた人が受け入れてもらい易い町になれば、外部から人が移り住み、定着するのでは。
　大門委員）解決すべき課題については継続して取り組んでいかないといけないし、良いところは伸ばして引き継いでいく。そのために、何をすべきかみんなで考えながらやっていくことが大事。
　遠藤委員）一例を挙げれば、バス停に花を設置する「花いっぱい運動」をせっかく行っても、長続きしていない。目標に向かって継続して取り組める町にしないといけない。
　　　　　　また、町の良いところを発信することも重要だ。例えば、八朔市の場合、行事の由縁などをチラシにして配布することで、町をアピールしている。
　～論点⑤：その他～
　大門委員）これからの河南町のために、協働のまちづくりを今後進めるにあたり、「まちづくり基本条例」の必要性を確認し、条例を作るという意思統一をしておきたい。
　　　　　　条例が必要だという認識ならば、次回会合から、条例内の条文に対する議論に入られるし、仮に条例が不要だという意見が挙がれば、条例制定の理解を得るための議論をさらに行う必要がある。
　若生座長）他の委員の皆様は「まちづくり基本条例」の必要性について、どのようにお考えか。
　筧委員）　「まちづくり基本条例」を制定してから協働のまちづくりを進めるのが理想的な流れだと思う。「まちづくり基本条例」があると住民も積極的に参画できるのでは。
　若生座長）都市部の場合、様々な意見や利害がぶつかり、条例化の議論も空中分解しやすい。しかし、町村の場合は地域内である程度の意思統一がされているので、このまま議論に入れば、目標のはっきりとした条例となるような意見が得られるのではないか。
　尾野委員）河南町の場合、以前は消防署がなく、消防団で賄っていたために、都市部より防災意識が高く、住民の結束もとれている。
　　　　　　基礎的な風土・住民意識がすでにできあがっているので、「まちづくり基本条例」についても、条例化も早く進むのではないか。
　～議論取りまとめ～
　　若生座長）議論で挙がったこれら意見を、河南町独自の「まちづくり基本条例」の前文案を検討する際の指針としたい。
→委員一同同意
４．その他
　～次回日程～
○１１月３０日（金）、午後（時間は後日案内）、場所は役場４階大会議室北。
５．閉会
